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学校生活のしおりについて 

 

「学校生活のしおり」は、山内小の子供たちが、学校・家庭・地域の協力

を得ながら、「あったかハート」に育ってほしいと願い、策定しました。 

内容は、学校で使う持ち物や入学後の学校生活への見通し、想定される疑

問にこたえられるようなものとなっております。 

「リコーダーはいつから使うのだろう。」「家でけがをしたけれど、学校へ

の連絡は必要なのだろうか。」など、お子様が学校生活を送るうえで分からな

いことや心配なことができたときには、本資料を一読していただきたいと思

います。資料をお読みになって分からないことがあれば、遠慮なく学校まで

連絡してください。 

お子様が安心して卒業まで学校生活を送れるよう、保護者の皆様のご協力

お願いいたします。 

この資料は大きく分けて４つの項目でできています。 

 

① 学習用具編 

「学習用具編」には、山内小学校で使用する学習用具の一覧を載せてあり

ます。新しく学習用具を準備する際に参考にしてください。 

 

② 学校生活編 

「学校生活編」では、登校から下校までの一日の流れ、持ち物や服装、学

校への連絡の仕方等について説明してあります。 

 

③ 保健関係編 

「保健関係編」では、学校保健に関わる主な内容を説明しています。けが

や病気、アレルギー対応等で気になる場合は、こちらをご覧ください。 

 

④ Q＆A 編 

「Q＆A 編」では、学校に問い合わせの多い事項について Q＆A 形式で説

明しています。疑問に思ったことがありましたら、こちらをご覧ください。 
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〇―△ やまうち けやき 

１ 持ち物について 
〇学習用具や持ち物には、すべてに記名してください。  

【記名例】 

 

※１年生の間は、ひらがなで記名してください。 

※進級して学年が変わったら、学年・組は書き換えてください。       

〇学校生活に必要のないもの、お金、貴重品などは持ってこないようにします。 

〇家の鍵を持たせる場合は、入れる場所など、お子さんとよく確認しておいてくだ

さい。見える場所にはつけません。 

〇教科書・ノートなどの学習用具は、毎日持ち帰ります。 

〇ランドセルには必要なもの以外はつけません。 

〇各教科の学習内容によっては、材料など各自で用意してもらう場合があります。 

「学年だより」やお子さんを通してお知らせするので、準備してください。 

〇忘れ物のないように、前日に学習の準備をするよう習慣づけてください。 

〇安全面から、下校後学校に忘れ物をしても取りに来ません。 

〇児童が携帯電話を学校に持ち込むことは、市内小中学校で禁止されています。 

 

給食の持ち物 

☆マスク・白帽子（当番でなくても毎日持ってきます。） 

☆机に敷くナフキン・口拭き用ハンカチ・手拭き用ハンカチ 

（毎日持ち帰ります。清潔なものを持たせてください。） 

給食当番 

〇当番は１週間交代で順番に行います。 

〇白衣と袋は学校で準備します。当番の週の

終わりに持ち帰りますので、洗濯・アイロ

ンがけをして休み明けに必ず持たせてくだ

さい。ボタンが取れたり、ほつれたりして

いたら修繕をお願いします。 

〇マスクと白帽子は個人の持ち物です。 

自分で持ってくるもの 

みんなで使うもの 

ご家庭でも、子どもたちの持ち物を確実にご確認ください。 

学習用具編 
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学年 漢字 国語 算数 社会・理科

１年 50字
〈前期〉8マス×6行
（十字リーダー入）
〈後期〉12マス×8行

12×7マス（横判）

2年 84字
12マス×8行
（十字リーダー入）

1２×17マス

3年
104字

〈前期〉15マス
〈後期〉12行

5ミリ方眼罫
（10ミリマス中心リーダー入）

6ミリ方眼罫

4年 104字
縦罫
12行（リーダー入）

5ミリ方眼罫
（10ミリマス中心リーダー入）

5年 120字 縦罫15行（リーダー入）

6年 120字 縦罫17行

学年 筆箱 筆入れ（鉛筆等） その他

１年 箱型

2B　5本
赤鉛筆　1本
書き方鉛筆　4B 1本
油性ペン（黒）　1本
定規（15～20㎝）

計算カード
算数ブロック
たんけんバッグ
パス

2年

2B　5本
赤鉛筆　1本
油性ペン（黒）　1本
定規（15～20㎝）

ソプラノリコーダー（後期から）

30㎝ものさし（竹尺）

3年
絵の具セット
書写セット
分度器　コンパス

4年 平置き

B　5本
赤鉛筆　1本
油性ペン（黒）　１本
定規（15～20㎝）

彫刻刀

5年
アルトリコーダー

裁縫セット

6年

３　ノート・鉛筆　　※ノートは新年度、学校で一括購入します。（１，３年生は後期分も）

筆箱

キーホルダーなどをつけない

机（道具箱）に入る大きさ

連絡帳

（低）Ｂ５版 １ページ１０日分

（高）Ａ５版 １ページ８日分
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４ 学習用具の詳細 

筆記用具         （低学年） 

 

 

              

 

 

 

 

（高学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 鉛筆 

・２B（高学年はＢ） 

・５本 

・柄や飾りのないもの 
⑦赤鉛筆 ・１本 

⑥ネームペン（黒） 

・油性 

・太細ツインタイプ 

④筆箱 

・箱型 

・中身が一目で見られる形状 

④筆箱 

・平置きできるもの 

・２０㎝×１０㎝×５㎝以内のもの 

③消しゴム 

・無地のシンプルな形のもの 

・よく消えるものを１つ 

・においつきや遊べる形は不可 

⑦赤鉛筆（ペン） 

・赤鉛筆か赤ペン 

・ノック式は不可 

⑧定規 

・シンプルで目盛りの見やすいもの 

・１５㎝ 折りたためるものは不可 
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道具箱                                                      

学校に置いておく（おとまり） 

低学年             高学年 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち帰り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭パス         

・１２色程度のもの 

・１本１本記名 

 

⑬色鉛筆         

・１２色程度のもの 

・１本１本記名 

⑮３０㎝ものさし（竹尺） 

 ２年生で購入 

⑪はさみ 

・先がとがっていないもの 

・片方に指が２本入るもの 

⑩のり 

・つぼ型 

・液状のり 

⑫セロテープ 

・カッター部が 

金属でないもの 

⑯算数セット 

（三角定規・分度器・コンパス） 

・ファスナーつきのケース 

・シンプルで目盛りの見やすいもの 

教科書・ノートなど 

⑰道具箱 

・２つ横に並べた際の大きさが 

 ３３㎝×４６㎝×７㎝以内のもの 



12 

 

月曜日セット  

月曜日（週の始め）に持ってきて、金曜日（週の終わり）に持ち帰る 

                                                      

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱手さげ袋 

・布製のもの 

・道具箱を入れられる大きさ 

・マチつき 

⑲上履き袋 ⑳上履き 

・布製で巾着型 

・白地でひもやテープのないもの 

㉑体育着 ㉒赤白帽子 

・上は白半袖丸首 下は紺ハーフパンツ 

・帽子はつばのあるもの 

㉓体育着袋 

・布製のもので巾着型 
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校外学習・バッグ類                                                   

 

                                                      

            

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽         水泳 
 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

㉞水筒 

・ふたが取り外せて、コップと

なるものがのぞましい。 

・ふたとコップそれぞれに記名 

㊻鍵盤ハーモニカ吹き口 

・ヤマハ製 ホース型 

㊼吹き口袋 

・布製のもの 

 

㊽水着 

・スクール水着（黒・紺） 

・金属やスカートの付いていないもの 

・男子はゴムタイプが扱いやすい。 

女子はワンピースタイプ 

㊾水泳帽 

・学年カラーのもの（メッシュ） 
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１ スタンダード   
  本校では、子どもたちが、安全で楽しく生活ができるように「山内小スタンダード」 

を定め、生活のめやすにしています。スタンダードは、生活指導上の基本的な約束事

を場面ごとにまとめたものです。また、スタンダードは指導する際の「きまり」であ

るとともに、全職員が指導の基本にする内容でもあります。 

毎年 4 月に配布いたします。各ご家庭で、内容をご確認いただき、折にふれ子供た

ちにお話いただきますようお願いいたします。 

２ 登下校について  

（１） 登 校 

 

安全上、８時５分より前の登校はやめてください。 

８時２５分からは学習が始まりますので、８時２０分に着席できる時刻に家を出るよ

うにしてください。８時２０分には門はすべて施錠されます。 

（２）集団登校 

本校では、安全に配慮して長期休業明けの一定期間は集団登校を行います。 

 

 

登校班につきましては、校外委員さんに確認してください。 

集団登校時以外は、近所の友達と誘い合って、登下校しましょう。 

（３）下 校 

 

下校時刻は学年によって違いますので、日課表や学校だより、学年だより等を参考

にしてください。 

下校時は学年等で時刻を揃えて下校するようにしています。 

通学路を通って、寄り道せず、まっすぐに帰ります。 

塾や習い事等には、家に帰ってから行きます。 

（４）その他 

欠席や遅刻・早退の場合は、予め連絡帳等により、必ず御連絡ください。 

遅刻・早退の場合は、必ず保護者の方が教室まで送り迎えをしてください。 

〇昇降口が開く時間  ８時５分～１５分   〇着席  ８時２０分 

 

〇春休み後（２，３週間程度）○夏休み後（１週間程度）○冬休み後（１週間程度） 

○最終下校時刻(門を出る時刻) ５校時…１４：４５ ６校時…１５：３０ 

学校生活編 
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３ 服装 
 

学校は学びの場です。丈、材質、デザイン等、学習の場にふさわしいものを選んで

ください。その他にも、学校での服装についてのきまりがありますのでご確認くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髪を留めるものは、華

美でなく、人にぶつか

っても安全なもの。 

靴は動きやすいもの。 

体育でも使います。 

サンダルタイプは不可。 

校庭に直接座る

こともある。活

動の中で汚れる

こともある。 

清潔で、学びの場にふさわしい服 

ハンカチ・ティ

ッシュが入るよ

うポケット付き

がよい。 

ミサンガ、首飾り等の 

装飾品は身に付けない。 

暑い時期

は、帽子を

かぶる 

寒い時の防寒着

は、登下校時以

外は着ない。 
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４ 日課表 1・2 年生 毎日 5 校時 

3 年生   金 6 校時 後期から木・金 6 校時 

4 年生以上 火・木・金 6 校時 
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５ さまざまな学習の場面 

（１）朝学習（朝の１Ｍ学習） 

○月・水・木曜日の８：２５～４０の１５分間（１Ｍ＝モジュール）を授業時間としてあ

てます。 （月曜日：国語  水曜日：国語(読書)  木曜日：算数） 

（２）各教科等の学習 

〇学年が上がるにしたがって、教科の種類が違ってきます。 

 〇TT や少人数授業、学年横割り授業、交換授業を行うことがあります。  

〇学年によっては、担任だけでなく、教科担任制で授業を行うことがあります。 

（３）山内タイム（縦割りの交流活動について） 

 〇１年生～６年生までのたてわりグループで、年間を通して活動します。 

（４）Y.I.C.A.（Yokohama International Communication Activities） 

〇外国語活動及び国際理解教室の授業です。 

○英語に楽しく慣れ親しんだり、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養

うことを目指したりすることを目的として、全学年実施しています。 

○国際理解教室は、横浜市立の全小学校で実施しています。外国人講師と学級単位で共同

授業を行い、英語を通して異なる文化を体験的に学ぶことにより、児童の国際性の育成

をはかることをねらいとしています。 

（５）遠足・社会科見学・宿泊体験学習 

幅広い体験活動を通して、自分を見つめ、自分のよさや可能性を追求します。活動を通

して多くの人とふれあい、そのよさに学ぶことをねらいとしています。宿泊体験学習は、

４・５年生は１泊２日、６年生は２泊３日の日程です。 

（６）運動会 

毎年１０月に運動会を行っています。徒競走や団体種目、全校種目を行います。また、

学年演技を発表したり、ＰＴＡ種目で保護者の方々も一緒に盛り上がったりします。応援

団の応援合戦や高学年リレー、低学年リレーも、毎年運動会を大いに盛り上げています。 

（７）学習発表会 

生活科や総合的な学習をはじめ、各教科の発表の場として位置づけられています。協力し

て活動し、自分や相手のよさを認め合い、学び合うことが大きなねらいです。 

（８）評価 

各学期末には、学校生活や学習のあゆみ（通知票）をお渡しします。 
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６ 給食   
月曜から金曜まで週５回を原則とし、市の共同献立により本校で調理しています。学

校給食は教育課程に位置づけられており、給食を通して望ましい食習慣やマナーを身に

つけ、会食の楽しさや感謝の心を育てることなどをねらいとしています。 

 

〇給食の時間は準備から後片付けまで 

４５分間。食事の時間は、20～25 分間。 

〇なるべく好き嫌いなく食べられるとよいです。 

〇毎月１か月分の献立表（学校給食基準献立表）を配布しています。献立変更のお知

らせなどは給食だよりに載せますのでご確認ください。 

〇食物アレルギーがある場合は必ず申し出てください。 

○食物アレルギーの個別対応については、医師の診断に基づき、学校長、養護教

諭、栄養士、担任との面談や、いくつかの諸手続きが必要になります。詳しく

は、栄養士までご相談ください。  

○配膳台カバーの洗濯を、クラスの中で順番にお願いしています。 

 

７ 清掃 
  

 

 

 

教室や特別教室などを分担して全員が清掃します。生活する場をみんなで協力して

きれいにすることも、大切な教育活動の一つです。 

〇個人用の雑巾（記名）は、子どもが扱いやすい（しっかりしぼれる）ものにしてく

ださい。 

〇年度初めや、長期休業明けに、共用の雑巾を集める場合があります。（記名なし） 

〇雑巾ばさみをご準備ください。壊れた場合は、再度ご用意ください。 

〇長期休業前に大掃除をします。大掃除のときには、たわしかスポンジを持たせてく

ださい。 

 

 

 

 

手洗い・準備 食  事 後片づけ 

１５分間程度 20～25 分間程度 10 分間程度 
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８ 家庭からの連絡について  

（１）児童理解資料 

〇お子さんの様子を把握するための資料となります。年度初めに、記入して持たせて

ください。緊急連絡先等は、正しく記入してください。記載事項に変更があった場

合は、速やかに連絡してください。 

（２）欠席・遅刻・早退等の連絡 

○「欠席」「遅刻」をする場合は、連絡帳または、欠席連絡シートに理由などを記入

し、きょうだい又は近所のお子さんに持たせてください。間に合わない場合には、

保護者が学校に届けてくださってもかまいません。 

○感染症が疑われるような場合は、子供を通してのやり取りを避けるため、連絡帳や

連絡袋を使用せず、欠席連絡シートに記入の上、封筒などに入れて提出をお願いし

ます。 

○連絡なしに遅刻したり、無断で欠席したりすることのないようにしてください。 

○「早退」の場合には、時刻・理由を記入し、必ず朝のうちに連絡帳を出してくださ

い。また、児童だけでは早退させませんので、必ずお迎えをお願いします。  

○欠席・遅刻・早退とも電話での連絡はできるだけご遠慮ください。 

〇親族の不幸のため、やむをえず学校を休む場合   

は、｢欠席｣ではなく｢忌引｣となります。忌引とし  

て認められる日数は、児童と亡くなった親族の方 

との関係により異なります。（土日・祝日も日数 

に含まれます。） 

（３）連絡帳について 

 

○学校（担任）に知らせたいことがあるときは、連絡帳に記入してお子さんに持たせ

てください。子供たちのいる時間での対応となるため、確認印のみで返事が書けな

い場合があることを、ご承知ください。連絡が必要な場合は、後で連絡します。 

 

 

○欠席等の場合、連絡帳を届けてくれる友達の＜学年・組・名前＞を書いて連絡袋に

はってください。用紙は４月に配布します。 

 

 

本人との関係 日数 

父母 7日 

兄弟姉妹 5日 

祖父母・曾祖父母 

叔父叔母 
3日 
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〇親族の不幸のため学校を休む場合…｢欠席｣ではなく｢忌引｣となります。忌引として

認められる日数は、児童と亡くなった親族の方との関係により異なります。 

（土日・祝日も日数に含まれます。） 

 

☆学校の電話連絡は、平日19時までです。 

 職員退勤後には、留守番電話対応になります。 

 

 

※欠席連絡シートは、学校ＨＰからダウンロードできます。 

 
 

本人との関係 日数 

父母 7日 

兄弟姉妹 5日 

祖父母・曾祖父

母 

叔父叔母 

3日 

〇
／
△ 

昨
夜
か
ら
腹
痛
の
た
め
お
休
み
い
た
し
ま
す
。
熱
は
、 

 
 
 
 

３
６
度
７
分
（
今
朝
）
で
す
。
本
日
、
△
△
ク
リ 

ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
予
定
で
す
。 

〇
／
△ 
□
日
か
ら
□
日
ま
で
□
日
間
、
家
の
都
合
で
欠
席 

い
た
し
ま
す
。 

〇
／
△ 

明
日
か
ら
、
祖
父
の
葬
儀
の
た
め
、
□
日
ま
で
欠
席 

い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
病
欠
の
場
合
】 

〇
／
△ 

本
日
、
耳
鼻
科
受
診
後
、
遅
刻
し
て
登
校
し
ま
す
。 

祖
母
が
付
き
添
い
ま
す
。 

〇
／
△ 

本
日
、
家
の
都
合
で
、
１
時
に
早
退
い
た
し
ま
す
。 

１
時
前
に
教
室
ま
で
、
父
親
が
迎
え
に
行
き
ま
す
。 

連 絡 帳 記 入 例 

【
家
事
都
合
で
欠
席
の
場
合
】 

【
遅
刻
の
場
合
】 

【
忌
引
の
場
合
】 

【
早
退
の
場
合
】 
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９ 学校からご家庭への連絡  

（１）緊急連絡 

〇お子さんが学校でけがをしたり、具合が悪くなったりした時は、電話連絡をし、迎

えに来ていただきます。必ず連絡がとれるよう、勤務先や携帯電話など、児童理解

資料に記入しておいてください。 

〇前日欠席した場合や、体調が心配なときは、保護者の１日の予定をお子さんに伝え

るなどして、ご家庭と必ず連絡がとれるようにしておいてください。  

 

（２）学校からの諸連絡について 

〇行事等の案内文書、各種通信、ＰＴＡからのおたより等児童を通して随時配布しま

す。 

〇全員配布のものと各家庭配布（家庭数）のものがあります。家庭数配布は、在学中

の1番下のお子さんに配布します。 

〇学校だより、学年だよりは、月末に翌月の連絡を含め、配布します。 

〇学校ホームページ（http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/yamauchi/）で

学校行事の様子や諸連絡を更新しています。 

〇学校から、家庭に知らせたいことは、連絡帳でお知らせする場合があります。連絡帳

等で連絡事項の記入があったときは、確認のサインか印をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/yamauchi/）で
http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/yamauchi/）で
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１０ 教育相談の機会 

年間予定で、設定されているものは次のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定められた面談等以外でも、基本的にいつでも応じられるようにしています。 

学校生活上の問題や心配なことがありましたら遠慮なく、ご相談ください。 

 

○何か気がかりなときは、お子さんの話だけですべてを判断せずに、担任に連絡をし

てください。伝えておきたい事柄については、担任からも家庭連絡するよう努めて

います。 

 

緊急連絡ライン確保のため、１５分以上の電話でのご相談等は、ご遠慮ください。

日時をお約束させていただき、面談します。 

☆担任以外にも相談することもできます。学校での相談窓口は次の通りです。  

 

 

 

＜来校の際には…＞ 

・保護者が、来校される際は、ＰＴＡ配布の名札または腕章を着用してください。ま

た、校内へ入る場合は上履き・下足袋をご持参ください。 

・あらかじめ、設定された参観等以外で来校された時は、西門のインターフォンで、

お子さんの学年・組・名前・用件を職員室へ連絡してください。開錠します。入られ

ましたら扉を閉めてください。ロックがかかります。 

家庭訪問(４月末～５月) 

担任が各家庭を訪問し、学

校や家庭での様子につい

て保護者と話します。訪問

時間は１０分程度です。 

授業参観・懇談会 

子供たちの学習の様子を

参観できます。 

年数回実施しています。 

個人面談 

長期休業前に、担任と保護

者が学校や家庭での様子

について話します。個人的

な悩みや問題を相談する

こともできます。 

 

相談したいことがございましたら、まずはご一報をお願いします。  

【窓 口】  

○心の相談 （スクールカウンセラー）  ○食に関する相談 （栄養士） 

○心身の健康相談 （養護教諭）     ○学校生活全般の相談 （児童支援専任教諭）  

※セクシャルハラスメントなどの対応を含む総合窓口です。 
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１１ 安全 

（１）緊急時における児童への対応 

  発令状況 学校の対応 家庭の対応 

登
校
前 

暴風・大雪・

暴風雪警報 

特別警報 

午前７時に発令中 

臨時休校 メール配信等の連絡なし、

登校中止 

大雨警報 

洪水警報 
午前７時に発令中 

いつも通りの授業 
午前７時の時点で、状況に応じて学

校長が判断し、メール配信等で連絡

する場合があります。 

メール配信等の連絡なし 
※メール配信等の連絡がなくても

状況を見てご家庭で判断してくだ

さい。（この場合欠席にはなりませ

ん） 

大規模地震 警戒宣言発令中 

警戒宣言が解除されるま

で授業はありません。 

メール配信等の連絡なし 

登校せずに家庭で待機して

いてください。 

在
校
中 

暴風・大雪・

暴風雪警報 

特別警報 

発令開始時 

授業を中止し、児童を保護

者（又は代理人）に引き渡

す。 

メール配信等の連絡後、学

校で児童を引き取る。 

 

大規模地震 
警戒宣言発令開始時 

発災時 
 

不慮の 

事件・事故 
 

児童の安全を確保し、状況

により児童を保護者（又は

代理人）へ引き渡す。 

状況によりメール配信等の

連絡あり。 

※引き渡しになった場合、発令の時間によって、給食の有無は学校で判断します。 

※保護者（又は代理人）が引き取りに来るまで、お子さんは学校でお預かりします。 

※家庭への連絡は、学校のホームページでもお知らせします。 

〇緊急時の対応については、年度ごとに見直し、4月に配布します。一年間保存して活用して

ください。 

 

（２）代理人 

地震や風水害などの緊急避難時には、原則として保護者が児童を引き取りに来るこ

とになっています。しかし、諸事情により保護者が引き取りに来られない場合、保護

者に代わって児童を引き取りに来る代理人を立てることができます。代理人は年度ご

との登録となります。年度初めにカードを提出していただきます。（代理人は立てな

くても結構です。) 

震度５強の地震発生の場合は、メール配信ができない可能性が

大きいです。連絡がなくても、引き渡しに参集してください。 
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（３）メール配信システム  

学校では、緊急な連絡が必要になったときに備え、メール配信システムを作成し活

用しています。より早く正確な連絡のために、登録をお願いしています。 

 

〇緊急災害時の連絡はメール配信のみとします。電話緊急連絡網は作成しませんの

で、メール配信登録にご協力ください。 

〇システム運用は民間に委託します。「一斉メール配信サービス」（＝無料）を利用

して、緊急連絡をメール配信します。入学・転入時には、ぜひともご登録くださ

い。  

〇メール配信システムは卒業まで使用するものです。登録の際に使用しました、ＩＤ

及びＱＲコードはご自宅で大切に保管してください。 

 

※「登下校ミマモルメ」（ICタグを利用した登下校の確認メール通知サービス＝有料・希

望者のみ）もご利用いただけます。 
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（１）児童保健調査票・結核検診問診票（H２４年度以前の入学者）について 

    この調査票は、お子様の健康状態を把握し、健康診断や救急時に役立てるものです。新年度にむ 

   けて、以下の点を特に確認していただき封筒に入れて提出をお願いします。 

 

  ○ 緊急連絡先（携帯・勤務先の電話番号）の記入（変更） 

  ○ １年に１回以上の定期検診の有無（心臓・腎臓・けいれん・アレルギーについては、詳しく 

    ご記入ください。） 

  ○  耳鼻科検診の希望（１・４年生以外の学年） 

  ○  内容を確認し、右下の新学年欄に確認印またはサイン 

 

 

 

（２）健康診断について 

    学校では、4 月から 6 月の間に以下の健康診断を行います。詳しい日程は保健だよりでお知らせ 

します。服装、持ち物等の準備をご協力お願いします。 

 

○ 身体計測           ○ 心電図検査 （1 年生と、前年度欠席の 2 年生） 

○ 視力検査           ○ 聴力検査  （１・２・３・５年生） 

○ 内科検診           ○ 耳鼻科検診 （１・4 年と保健調査票で希望した児童） 

○ 歯科検診           ○ 寄生虫卵検査（１・２・３年生対象） 

○ 眼科検診           ○ 結核検診      （問診票） 

○ 尿検査                        ○ その他 色覚検査  （希望者） 

 

     健康診断の結果、受診の必要がある場合は、「受診のおすすめ」をお渡し 

します。特に異常が無い場合は、6 月末に健康手帳に結果を記入して保護者 

にご連絡します。 

（３）健康観察について 

     学校ではたくさんの児童が一緒に学習しています。お子さんが１日元気に学校生活を送るために 

また、感染症の拡大を防ぐためにも、登校前はご家庭で健康観察をお願いします。 

 

  ○ 朝は、すっきり起きられましたか？だるそうにしていないですか？ 

  ○ 朝食は、しっかり摂れましたか？（食欲はありますか？） 

  ○ 腹痛や下痢は？ 

  ○ いつもと変わった様子はありませんか？ 

  ○ 熱はないですか？ 

 

 

保健関係編 
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（４）体調が悪い時 

①  欠席連絡する時 

連絡帳または欠席連絡シートに症状、体温、受診結果を記入し、封筒に入れてきょうだいまたは近所

の友だちに、学校へ届けるようお願いしてください。(欠席連絡シートは胃腸炎や出席停止の病気等の感

染性の病気が疑われる場合は必ずご利用ください。) 

 

    ②  出席停止の病気が疑われた時 

医師の指示した期間は出席停止となります。最初の連絡は欠席連絡シートをご活用ください。 

出席停止期間中の連絡は必要ありません。翌日から出席できる健康状態になりましたら学校にご連絡 

ください。担任から健康手帳が渡されますので、医師の指示を保護者が記入し、学校に提出してくだ 

さい。 

 

出席停止になる病気と出席停止の期間 （健康手帳より一部抜粋） 

 

第 2 種 インフルエンザ   発症した後 5 日を経過し、かつ、解熱した後 2 日を経過す 

              るまで（熱が一日中平熱に戻った状態を解熱 1 日目とする） 

＜参考＞ インフルエンザ登校確認票 

    百日咳        特有の咳が消失するまで又は 5 日間の適正な抗菌物質製剤 

による治療が終了するまで 

     麻しん         解熱した後 3 日経過するまで 

     流行性耳下腺炎      耳下腺・顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後 5 日を経過 

し、かつ、全身状態が良好になるまで 

    風疹        発疹が消失するまで 

    咽頭結膜熱     主症状が消退した後 2 日を経過するまで 

    結核        感染のおそれがなくなるまで 

    髄膜炎菌性髄膜炎  感染のおそれがなくなるまで 

 

※インフルエンザの連絡を受けた場合は、確認票で登校可能日をご確認ください。 

 

②  感染性の胃腸炎を疑われる場合 

無理をすることで、感染を拡大してしまう場合があります。嘔吐・腹痛がある場合は家庭で十分 

な休養を取りましょう。 

  

③  学校で体調を崩した時 

休養しても回復できない場合や、悪化が予想される場合には保護者にご連絡し、お迎えをお願い 

します。保護者に連絡がつかないとお子さんが不安になります。緊急時に連絡がつくよう必ず携帯 

電話や勤務先の連絡先をお知らせください。なお、お子さんが安心して休養するためにもできるだ 

け早いお迎えをお願いします。 

 

④  体育を見学させたい時 

体調やけがにより体育を見学する場合は、連絡帳でお知らせください。体育を行う場所での見学 

になります。感染症予防のため、保健室からの体育見学はできませんのでご了承ください。 
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⑤   持参薬がある場合 

児童が、自分で管理し飲める場合は持ってきてください。（薬には名前、いつ飲むかを記入して 

ください。）医師に相談すると、服薬の時間を変更できることもあります。緊急性がある場合を除 

き、お預かりしていません。 

 

 

 

 

（５） 学校でけがをした時 

   

① 保健室での処置 

  消毒・冷却・患部の保護等の応急処置を行います。帰宅後は保護者もいっしょにけがの様子を確 

認してください。なお必要な場合は、家庭から医療機関へ受診をお願いします。その際は学校にお 

知らせください。 

（日本スポーツ振興センター給付金の対象になる場合があります。） 

 

 

② 学校から受診する場合 

        保護者が付き添っての受診をお願いします。緊急性が高い場合 

       や保護者がすぐに来校できない場合は保護者と相談しながら、職 

員が付き添って受診をする場合もあります。緊急時に連絡がつく 

ように必ず携帯電話や勤務先の連絡先をお知らせください。 

 

 

③ 日本スポーツ振興センター給付金の申請について 

        学校が行う活動中（登下校を含む）にけがをして医療機関を受診した場合、日本スポーツ振興セン

ターより医療費（保険診療のみ）が給付されます。ひとつのけがにつき、保険診療でのご家庭の負担

が１５００円以上の場合が対象になります。手続きは学校から行いますので、担任までお申し出くだ

さい。また、別の医療費の助成対象になっているご家庭は養護教諭までお知らせください。 

 

 

 

（６）家庭で通院を必要とするけがをした時 

      

①  安全振興会給付金の申請について 

帰宅後にけがをして 3 日以上通院した場合、安全振興会の給付金対象になる場合があります。 

担任までお知らせください。 

 

② 交通事故（軽症の場合も） 

学校から報告書の提出をしますので、担任までお知らせください。 
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（７）個別の対応が必要な時 

     

①  食物アレルギーのため、除去食を希望する場合 

アレルギーのために食べられない食品がある場合は除去食のご相談ができます。 

書類の提出が必要です。栄養士までお申し出ください。  

 

②  アレルギーのために、特別な配慮が必要な場合 

喘息・鼻・目・皮膚他のアレルギーのために配慮が必要な場合は、管理票の提出が必要です。 

養護教諭までご相談ください。 

 

③  心臓・腎臓の病気のために、配慮が必要な場合 

腎臓・心臓の病気で定期的 (年に 1 回等）に病院に受診している場合は、管理票の提出が必要で 

す。養護教諭までご相談ください。 

 

 

 

（８）からだや心のことで気になることがあり、相談したい時 

     

   日程調整のため、事前にお約束が必要です。養護教諭までご連絡ください。 

 

 

（９）服や下着を汚してしまったら… 

    

   簡単な着替えと下着を用意しています。下着は、感染予防の理由から新しいものを使用して                

います。返却の場合は、同じサイズの新しいものを返却してください。 
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インフルエンザ発熱期間と登校可能日の確認表 

 

                          年  組 児童氏名 

                                

保護者氏名 

 

い
ず
れ
か
に
○
を 

日
に
ち
を
記
入 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（  ） 

／ 

（ ） 

 

２
日
間
発
熱 

発症 

熱あり 

 

出席停止 

 

熱あり 

 

平熱に 

戻る 

 

解熱日 

 

解熱後 

１日目 

 

解熱後 

２日目 

発症後 
５日以内 
のため、 

登校不可 

   

 

３
日
間
発
熱 

発症 

熱あり 

 

 

出席停止 

 

熱あり 

 

 

熱あり 

 平熱に 

戻る 

 

解熱日 

 

解熱後 

１日目 

 

解熱後 

２日目 

   

 

４
日
間
発
熱 

発症 

熱あり 

 

出席停止 

 

熱あり 

 

熱あり 

 

 

熱あり 

 平熱に 

戻る 

 

解熱日 

 

解熱後 

１日目 

 

解熱後 

２日目 

  

 

５
日
間
発
熱 

発症 

熱あり 

 

出席停止 

 

熱あり 

 

熱あり 

 

 

熱あり 

 

 

熱あり 

 
平熱に 

戻る 

 

 

解熱日 

 

解熱後 

１日目 

 

解熱後 

２日目 

 

医師の指示に従い、登校可能の確認をいたしました。 

 （解熱後とは、丸１日、全く平熱だった状態です。６日以上、発熱が続いた際は、お知らせください。） 

 

 

≪インフルエンザ出席停止基準≫ 

発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後 

２日を経過するまで 

登校 

可能日 

登校 

可能日 

登校 

可能日 

登校 

可能日 
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＜特別支援教育＞ 

  困っていませんか？  悩んでいませんか？ 

たとえば こんなこと… 

 

        生活面 

      ・じっとしていることが苦手。 

・なくし物や忘れ物が多い。 

・好きなことには集中するが、苦手なことへの取り組みはなかなかできない。 

・順番を待つことが苦手。 

・気になることがあると、他にやるべきことができなくなる。 

・行動が遅れがちになる。 

・好きな物を、いつも持っていないと不安。 

・よく｢話を聞いていない。｣｢今、言ったばかりでしょ。｣などと言われる。 

・暗黙の了解が分からない。 

・学校に行きたがらない。 

 

        学習面 

・学習の準備や片付けが難しい。 

・先生や友達の話を聞くことが苦手。 

・直線や図形をかくのが苦手。 

・作文や絵を描くことなど、他の学習に比べて、極端に苦手なことがある。 

・簡単な計算や位取りを間違えやすい。 

・文章を言い換えて読んだり、似ている文字を間違えて書いたりする。 

・作業の順番を間違える。 

・ノートをどう書いていいか分からない。 

・たくさん発言し、知識が豊富だが、テストでは力を発揮できない。 

 

       友達関係・集団行動 

・集団やグループ活動で、トラブルになったり逸脱したりする。 

・ルールや約束を守れないことが多い。 

・自分の役割を最後まで果たせないことが多い。 

・一斉指示だけでは、何をしていいか分からない。 

・姿勢が崩れやすい、体をしょっちゅう動かす、離席するなどがある。 

・些細なことで、友達とけんかになる。 

・邪魔をする・相手をけなす等、友達を傷つける言動が多い。 

・相手や状況を考えずに、思いついたことを言ってしまう。 

・家では、落ち着いてできることを学校だとできない。 
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学校では一人ひとりのニーズに応じたきめ細かい支援を工夫しています 

 

 

     クラスの中での理解と配慮 

 

      お子さんの得意なこと・苦手なこと、行動上の特性などを理解するために、 

  保護者の方から、お話を聞いたり、校内で児童理解研修を行ったりしています。 

      そして、分かりやすい指示の出し方の工夫・板書の工夫・活動の見通しがもて 

  るような説明・課題の出し方や内容の工夫・声かけ等、具体的に配慮できるよう 

努めています。また、ティームティーチングや個別の指導などの支援も行って 

います。 

 

   

 

 

                                   クラスでの居場所づくり 

                            保護者との共通理解 

                         担任と特別支援担当者との共通理解 

                         個別の教育支援計画作成 

 

 

 

 

                                                    

 

 

       特別な教育の場での指導 

 

        ○個別の指導（キラキラルーム） 

    ○通級指導教室による指導(校外）  

        ＊個別の指導の場を確保し、お子さんの様子やペースに合わせた教科の 

補充指導を少人数で行います。落ち着いて学習に取り組み、達成感を 

味わうことで、学習への意欲を高めたり、自信をもたせたりできるよう 

支援します。 
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実際の支援までの流れ 

                                子ども・保護者           

                             ○ちょっと、困っているな… 

                             ○相談してみようかな… 

 

 

                                         相談 

            

 

               学  校                              関係機関  

         ○学級担任                                ○子ども家庭支援センター 

         ○児童支援専任                          ○地域療育センター 

         ○特別支援教育コーディネーター           ○特別支援教育総合センター 

         ○スクールカウンセラー                   ○児童相談所 

 

 

 

        引き続き支援ニーズがある場合            解決策が見いだせた場合 

         もう少し、継続的に深く                相談したら、解決策が 

                 支援を考えたい                         みつかった 

                                            

 

                       連携                                             また、いつでも 

                                                                         ご相談ください 

              校内委員会 

       ○具体的な支援方法の検討 

       ○支援場所の検討 

       ○関係機関(療育センター・カウンセラー・中学校など)との連携 

       ○学年をこえた支援の継続  

                               具体的な 

                                    支援方法 
 

            ○各クラスでの支援(ティームティーチング等） 

           ○キラキラルームでの指導 

           ○個別支援級との連携 

           ○通級指導教室との連携 

          ○個別の教育支援計画の作成・見直し  など
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Ｑ＆Ａこんなとき、どうしたら・・・？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１  学校に忘れ物をしたら 

 

Ａ   原則、取りに来ません。 

    宿題などを学校に忘れた場合には、家でできる範囲でやり、その旨を

翌日連絡してください。 

    どうしても必要な場合は、学校に連絡を入れ、保護者の付き添いで取

りに来てください。 

    ※会議等で対応できない時には、お断りさせていただきます。 

 

Ｑ１ 学校に忘れ物をしたら。 

 

Ａ   原則、届けません。どうしても、必要な場合で届けてくださるとき

は、インターフォンで要件を伝え、保護者が教室まで持っていく。 

 

Ｑ２  家に忘れ物をしていったのですが 
 

Ａ   原則、届けません。どうしても、必要な場合で届けてくださるとき

は、西門のインターフォンで用件を伝え、保護者が教室まで持っていっ

てください。 

Ｑ２  家に忘れ物をしていったのですが。 

 

Ａ   まずは、担任にご相談ください。食育の観点から、少しずつ食べられ

るよう、家庭でも、ご協力ください。 

 

Ｑ５  好き嫌いが多いので、給食が心配です。 

 

Ａ   家庭で様子をみてください。そして、遅れて行くことを連絡帳で連絡

してください。その後、回復したら、保護者が教室まで送ってきてくだ

さい。回復しなかったら、電話で欠席の連絡をしてください。 

     

※体調が悪かった日の次の日は、登校前の様子をよく見てください。 

Ｑ３  朝、体調が悪い…。 

 

Ａ   安全面から、原則一度自宅に帰ります。どうしてもの場合は、保護者

が下校時刻に合わせて、門までお迎えに来てください。 

Ｑ４  直接習い事に行かせたいのですが。 
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Ｑ２  家に忘れ物をしていったのですが 
 

Ａ   あらかじめ、分かっている場合は、担任までご連絡ください。 

   欠席の場合は、懇談会の翌日、資料等をお渡しします。 

 

Ｑ７  懇談会の日に都合が悪く学校に行けません。 

 

Ａ   まず、学校にご連絡ください。 

   学校外のけがであっても、病院での治療を要するけがをした際には連絡

してください。けがをした際の状況や学校生活で配慮しなければならな

いこと等、相談します。 

Ｑ１０  けがをして松葉づえをつくことになりました。 

 

Ａ    届けられた場合は、職員室で預かっています。カギなど大事なものの

扱い方（入れる場所や学校で出さないなどの約束）をしっかりと確認し

てください。 

Ｑ８  子供がカギをなくしたのですが。 

 

Ａ   まずは、「はまっ子」にご相談ください（℡ 911－0013）。その上

で、学校に連絡をお願いします。学校と「はまっ子」は、別の組織です

ので、ご理解ください。 

Ｑ９   急な予定で、「はまっ子」に行かせてほしいのですが。 

 

Ａ   日時等をあらかじめご相談いただければ、参観することができます。 

学習活動によっては、おことわりすることがあります。 

     

 

Ｑ６ 授業中の様子を見たいのですが。 

 

Ａ   探しても見つからない場合は、申し出てください。 

購入していただきます。 

Ｑ１１  教科書をなくしたのですが。 

 

Ａ   連絡帳でお知らせするようにしていますが、分からない場合は、お問

い合わせください。 

Ｑ１２ お休みしたので、時間割が分かりません。 
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Ａ   原則、届けません。どうしても、必要な場合で届けてくださるとき

は、インターフォンで要件を伝え、保護者が教室まで持っていく。 

 

 

Ａ   個人情報保護の観点から作成していません。学校からの緊急連絡は、 

メール配信で行いますので、ご登録ください。近年、名簿等の聞き出し 

が発生しています。名簿また過去の連絡網等など個人情報の聞き出しに 

は一切答えないでください。 

あらかじめ、わかっている場合は、連絡くださるとよいです。 

   欠席の場合は、懇談会の翌日、資料等をお渡しします。 

 

Ｑ１４ 連絡網はないのですか？ 

 

Ａ    まず警察（１１０番または青葉警察署９７２－０１１０）に通報して

ください。次に、学校（９１１－０００３）へもご連絡ください。事実

をはっきりと確認するため、起きた時刻、場所、かかわった人、車両の

ナンバーなどを明確にしておくと役立ちます。(車両のナンバーを書き

留める、撮影する） 警察への届けが遅れると初動捜査も遅れます。  

Ｑ１５ 不審者が出ました。 

 

 

Ａ   お子さんの様子に変化が現れる場合があります。差し支えのない範囲

で、学校にお知らせください。 

Ｑ１６ 単身赴任・入院など、家庭環境に変化がありました。 

 

Ａ   学校だより・学年だよりなどは、前月末に発行しますので、お子さん 

に声かけをお願いします。学校では、連絡袋に入れるよう指導していま 

す。学校ＨＰにも掲載してあります。 

Ｑ１３ 学年便りを持ってこないのですが。 

 

Ａ   担任まで、ご連絡ください。他の職員に相談してもかまいません。 

    面談・相談は随時受け付けています。なお、電話での相談は、緊急ラ

イン確保のため、１５分以内でお願いします。 

Ｑ１８  子供の様子が気になるのですが。 

 

Ａ   青葉区学校警察連絡協議会の申し合わせに基づいて個別事案の配信は

原則として行っていません。詳細については、神奈川県警から発信され

る「ピーガルくん子ども安全メール」を見てください。 

（学校ＨＰにリンクがあります。） 

Ｑ１７ 不審者情報は、メール配信で伝えてもらえるのですか。 


